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事業承継支援までの経緯

事業承継・引継ぎ支援センターの対応
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▶事業を受け継いだ斉藤商会（斎藤正氏）は1992年創業。
自動車（主に旧車）の改造やメンテナンスを中心とし、
修理や車検等は取引先に外注発注していた自動車整備業
者。顧客の要望に応えるためにも各種サービスの内製化
と作業の効率化やコストダウンを考えていた。そんな折、
取引先の工具店の仲介で譲渡先を探していた赤西進社⾧
（有限会社グッド自動車）を紹介され面談、双方の思い
が合致したことから中小M&Aによる事業引継ぎを決意し
た。
具体的な手続きなどを取引のあった京都中央信用金庫に
相談したところ、専門的なサポートが受けられる京都府
事業承継・引継ぎ支援センターを紹介された。
▶事業を譲り渡した有限会社グッド自動車（赤西進社
⾧）は、1973年創業で約50年の業歴を持つ『指定工場』
であるが、赤西社⾧は78歳で後継者は不在。今後廃業に
よって馴染み客（個人ユーザー）や取引先の自動車関連
業者に迷惑を掛けたくないという思いから、2020年に京
都府事業承継・引継ぎ支援センターに譲渡先について相
談を頂いていた。
【指定工場】設備や技術、組織などが一定の基準を満た
し地方運輸局認可の指定自動車整備事業工場で、陸運支
局に代わって車検を行うことができる

・債務超過＜譲渡側＞
・土地取得時の未払金と役員借入金の整理＜譲渡側＞
・株主の分散（株主の一部は死亡されている）＜譲渡側＞
・不動産の瑕疵（建物一部未登記）＜譲渡側＞
・指定工場の維持の為に、検査員および管理責任者確保
に向けた人員の確保＜譲受側＞

マッチングの留意点

成約に至ったポイント

双方の売買条件や事業の方向性が合致したことに加え、
譲渡側の従業員（有資格者）の残留希望により雇用の維
持と同時に人材の確保が図れ、譲受側でも新たな有資格
者の養成が可能になるなどシナジー効果が期待されてい
ます。


